
 

 

 
学校長 田 潤子 

和佐って すてきがいっぱい！ 

 11 月も後半になり、秋の深まりを感じます。朝夕は冬の訪れを感じる気温の日もあります。今年の冬は、ラニー 
ニャ現象で厳しい寒さになるということです。衣服で調節するなど体調を崩さないようお気を付けください。 

先日の日曜参観は、道徳や学級活動を中心に参観していただきました。また、音楽室では 4 年生と５年生が
学習した合奏の様子を、録画したものですが公開させていただきました。お忙しい中、ご来校いただきありがとう
ございました。 

和佐小学校では、1、2 年生では生活科、3 年生から 6 年生は総合的な学習の時間で、和佐の地域教材を生
かし、学習を進めています。それぞれの学年の発達段階に応じて、和佐地域の魅力を取り上げ、本校の教育目標
である「心身ともに健康で自ら学び 地域と共に生きる子どもを育てる」を目指して取り組んでいます。 

1 年生は、学校探検を終え、2 学期は松下公園で遊んだり探検をしたりしながら、公園の素敵を探しています。 
2 年生は、校区で気になるところの探検をしているところです。その折には、保護者の方に、子どもたちが安全

に探検できるよう見守りをしていただき、ありがとうございました。 
3 年生は、和佐地区の洋菓子店にお邪魔し、店長さんにお話を伺いました。店長さんの願いや洋菓子づくりに

対する思いを知り、洋菓子店がもっとたくさんの人に知ってもらえるよう自分たちができることを考え中です。 
4 年生は、食品ロスに着眼し、和佐小学校の給食の残食をなくすためにできることは何かを考えているクラ

ス、自分たちが気になる和佐地区の野鳥について調べ和佐の自然環境について考えているクラスがあります。 
5 年生は、和佐地域の農業について地域の方にインタビューをして考えた後、野菜作りに挑戦しようとしてい

るクラス、とってもおいしいフルーツトマトを作っている農園の方との出会いから、和佐地区の農業の未来を考え
ているクラスがあります。 

6 年生は、高積神社に伝わる獅子舞に注目し、保存会の方との触れ合いから、校内や幼稚園で公演会をする
ため獅子舞を製作中のクラス、旧中筋家について調べるなかで、歴史的な価値に気づき、大事な重要文化財の
魅力について考えているクラスがあります。 

地域についての学習は、学校だけで進めることは不可能です。それぞれの取り組みの中で、たくさんの地域の
方や、保護者の方々にご協力をいただいています。感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 

学校の中でも すてきがいっぱい！ 

休憩時間が終わるころ、トイレの前を通りかかったとき、低学年の児童が、みんなが履くトイレのスリッパを揃え
てくれているところでした。ほかの時間もその時とは違う子が揃えてくれているところに出くわしました。 

職員室の隣のトイレ掃除の６年生が、スリッパも雑巾で拭いてくれていました。また、長い廊下をワイパーのよ
うに手を左右に動かし、少しずつていねいに拭いてくれている姿も見られます。 

影日向なく、みんなのために動けるすてきな和佐っ子がいることを、誇りに思います。 
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